
区
分

授業科目
配当学年・

学期

英語Ⅰ 1前 △ ○ ◎ ○

英語Ⅱ 1後 △ ○ ◎ ○

英語Ⅲ 2前 ○ ○ ◎ ○

英語Ⅳ 2後 ○ ○ ◎ ○

フレッシャーズセミナー 1前 ◎ ○ ◎ △ △ △

早期体験学習 1前 ◎ ○ ◎ △ △ △

生命情報科学演習 1後 ○ ◎ △

健康管理 1後 △ ◎

キャリア形成実践演習 1後～2後 ○ ○ ○ ◎ △

情報リテラシー基礎 1前 ◎ △ ○ △ ◎ ◎ ○

情報リテラシー応用 1後 ○ ◎ ○ ○ ◎ △ ◎ ◎
英語コミュニケーションⅠ 1前 ○ ○ ○ ◎ ○
英語コミュニケーションⅡ 1後 ○ ○ ○ ◎ ○

上級英語リーディング 2前 △ ○ ○ ○ ◎ △ △ △

TOEIC®演習Ⅰ 2後 ◎ ○ ◎

TOEIC®演習Ⅱ 3前 ◎ ○ ◎

ドイツ語 1通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ △

中国語 1通 △ ◎ ◎ ○ △ ○ ◎ △

コリア語 1通 △ ○ ○ △ ◎

海外語学研修 2通 ○ ○ ○ ◎ ○

ビジネス英語 3前 ○ ○ ○ ◎ ○

基礎数学 1前 ◎ ○ ○ ○ ○

基礎物理学 1前 △ ○ △ △ △ ○ ◎ ◎

物理学 1通 ◎ △ △ ○ ○

地学 1後 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

統計学 1前 ◎ ○ ○ ○ ○

気象学 1後 △ ○ ◎ ◎

昆虫と人のかかわり 1後 △ △ ○ ○ ◎ △

教
養
必
修
科
目

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

教
養
選
択
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

医療・生命科学に親しむ 1後 ○ ○ ○ ○ ○

アロマセラピー 1通 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

プログラミング基礎 2通 △ ○ ◎ △

経済学 1前 △ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ ◎

♭行動経済学 1後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎

バイオとフードに関する法律 1後 ◎ ○ ○ △

生命・医療倫理 1前 ◎ ○ ○ ◎

科学技術論 1前 ○ ◎ ○ △ ○ △ ◎ ○

法学 1後 ◎ ○

歴史学 1前 ○ ○ ◎ △ △

マス・メディア論 1前 ○ ◎

哲学 1後 ◎ ◎ ○ ◎ ○

文化人類学 1後 ◎ ◎ △ ○

社会心理学 1前 ◎ ○ ○

職業とキャリア形成Ⅰ 2通 ○ ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ 2通 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

大学商品開発社会実践演習Ⅱ 2通 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

職業とキャリア形成Ⅱ 3後 ○ ◎ △ △

インターンシップ実践演習 2通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

スポーツ 1前 △ △

教
養
選
択
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

生物学Ⅰ 1前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ 1後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ 1前 ○ △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 1前 ○ ○ ◎ ◎

化学Ⅱ 1後 ○ ◎ ○

化学Ⅱ演習 1後 ○ ○ ◎ ◎

有機化学Ⅰ 2前 ○ ◎ ○

有機化学Ⅰ演習 2前 ○ △ ◎ ○

生化学Ⅰ 2前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ 2後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 1後 ○ ◎ △

機器分析学 2前 ○ ○ ◎ ◎ △

微生物科学 2前 △ ◎ △ △

環境概論 2前 ○ ◎ ○

食品化学 2前 △ △ △ ○ ◎ △

科学技術英語 3後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ 1前 ○ ◎ △ ◎ ○ ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ 1前 ◎ ○ △ ○ ◎ ○ △

応用生命科学基礎実験Ⅲ 1後 ◎ ○ △ ○ ◎ ○ △

応用生命科学基礎実験Ⅳ 1後 ○ ○ ◎ ○

応用生命科学基礎実験Ⅴ 2前 ○ ○ ◎ ◎ ○

共
通
専
門
必
修
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

食品製造学 2後 △ ◎ ○ △

食品分析学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

栄養科学 2後 ○ △ ◎ △

生物工学 2後 △ ◎ ○ △

遺伝資源学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ○

無機化学 2後 ◎ △ ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス 3前 △ △ ◎ ○

化学工業と循環社会 3前 ○ ◎ ○ △

食品科学実験Ⅰ 2後 △ ○ △ ◎ △

食品科学実験Ⅱ 3前 ○ ○ ○ ◎ ◎ △

卒業研究 3後～4後 △ ◎ △ ○ ○ ◎ ◎ ○

食品製造学 2後 △ ◎ ○ △

食品分析学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

栄養科学 2後 ○ △ ◎ △

生物工学 2後 △ ◎ ○ △

遺伝資源学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ○

無機化学 2後 ◎ △ ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス 3前 △ △ ◎ ○

化学工業と循環社会 3前 ○ ◎ ○ △

細胞生物学実験 3後 ◎ ○ ○ △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・分子生物学実験 3前 ○ ◎ ◎ ○

卒業研究 3後～4後

食
品
科
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー

ス
必
修
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

食品製造学 2後 △ ◎ ○ △

食品分析学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

栄養科学 2後 ○ △ ◎ △

生物工学 2後 △ ◎ ○ △

遺伝資源学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ○

無機化学 2後 ◎ △ ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス 3前 △ △ ◎ ○

化学工業と循環社会 3前 ○ ◎ ○ △

有機化学実験 2後 ○ ◎ ◎ ○

生体分子化学実験 3前 ○ ◎ ◎ ○

卒業研究 3後～4後

食品製造学 2後 △ ◎ ○ △

食品分析学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

栄養科学 2後 ○ △ ◎ △

生物工学 2後 △ ◎ ○ △

遺伝資源学 2後 ◎ ○ ◎ ◎ ○

無機化学 2後 ◎ △ ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス 3前 △ △ ◎ ○

化学工業と循環社会 3前 ○ ◎ ○ △

有機化学実験 2後 ○ ◎ ◎ ○

環境工学実験 3前 ◎ ◎ ○

卒業研究 3後～4後

応
用
化
学
コ
ー

ス
必
修
科
目

環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
必
修
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

*教育心理学 2後 △ ○ ○ ◎ ◎ △ △

*教育課程論 3前 △ ○ ○ ◎ ◎ △ △ △

*理科教育法Ⅲ 3前 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △

*教育制度・行政 3前 ○ △ ○ ◎ ○ ○ △ △

*教職演習Ⅰ 2後 ◎ ○ ○ △ ○ △ ◎ ○

*教職演習Ⅱ 3前 ◎ ○ ○ △ ○ △ ◎ ○

*理科教育法Ⅳ 3後 ○ ○ ○ ◎ ◎ △ △ △

*特別支援教育概論 2後 ○ ○ △ ◎

物理学実験 2後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 2後 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

有機化学実験 2後 ○ ◎ ◎ ○

卒業研究 3後～4後

基礎生物学Ⅰ 1前 ○ ○ ○ △ ◎ ○

基礎生物学Ⅱ 1後 ◎ ○ ○ ○ ○

基礎化学Ⅰ 1前 ○ ◎ △

基礎化学Ⅱ 1後 ◎ ○ △ ○

生物学Ⅱ演習 1後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 2前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 2後 ◎ △ ◎

物理化学 1後 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

エネルギーとリサイクル 2後 ○ ○ ○ △ ○

環境汚染論 2後 ○ △ ○ △ ○ △

生物有機化学 3後 △ ◎ ○

分子生物学 3前 △ ◎ ○

環境修復論 3前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 3後 △ △ ◎

分子構造解析学 3後 ○ △ ◎ ○ △

植物育種学 3後 ◎ ○ ◎ ◎ ○

理
科
教
職
コ
ー

ス
必
修
科
目

専
門
選
択
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

環境管理工学 3後 △ ○ ○ △ ○ △

食品安全学 3後 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

食中毒疫学 3前 ○ △ ◎ ◎

食品流通学 3後 ○ △ ◎

食品商品学 3前 ○ △ ◎ ○

公衆衛生学 3後 ◎ ◎ ○ ○ ○

生物科学 3後 ◎ ○ ○ △ ○ ○

食品の予防コントロール 4前 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

栄養生理学 3前 ◎ ○ ◎ ◎ ◎

食品微生物学 3前 ○ △ ◎ ◎

機能食品科学 3前 △ ○ ○ ◎ △

発酵醸造学 3前 △ ◎ ○ △

微生物バイオテクノロジー 3前 △ ○ ◎ ○ ○

植物バイオテクノロジー 3前 ◎ ○ ◎ ◎ ○

動物バイオテクノロジー 3前 △ △ △

酵素化学 2後 △ ◎ ○

環境科学 2後 ◎ ◎ ○

環境分析化学 3前 ○ ○ ○ △

有機化学Ⅱ 2後 ○ ◎ ○ △

有機合成化学 3前 △ ○ ◎ ○ △

生体分子化学 3前 ○ ◎ ○ △

教職概論 1前 ○ ○ ◎ ◎ ○
*教育方法及び技術（情報通信技術の活用含
む）

1後 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

*理科教育法Ⅰ 2前 ○ △ ◎ ○ ○ △ ○ △

*理科教育法Ⅱ 2後 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

*教育原論 3前 ○ ○ ◎

*生徒・進路指導の理論と方法 3後 ○ ○ ◎ ◎ ○

専
門
選
択
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

*道徳教育の指導法 2後 ○ ○ ○ ○

*学習支援実地演習Ⅰ 1通 ○ ◎ ○ ◎ ○

*学習支援実地演習Ⅱ 2通 ○ ◎ ○ ◎ ○

環境と情報 3前 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

国際食品ビジネス論 2前 ○ ◎ △ ◎

海外ビジネス研修Ⅰ 2後 ○ ◎ △ ◎

海外ビジネス研修Ⅱ 3前 ○ ◎ △ ◎

♭農業ビジネス論Ⅰ 1後 △ △ ◎ ○ ○

♭農業ビジネス論Ⅱ 2後 △ △ ○ ○ ○ ◎

♭食品管理論 2前 △ ◎ ○ ○

♭経営管理論 2前 ○ ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 2前 ○ △ ◎

♭食文化論Ⅰ 2前 ○ △ ○ ◎

♭食文化論Ⅱ 2前 ◎ △ ○

♭食品経済学 2後 △ △ ◎ ○ ○

♭産業組織論 2前 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 2後 ○ △ ◎ ◎ ○

♭食品開発論Ⅰ 2後 △ ◎ ○

♭食品開発論Ⅱ 3前 △ ○ △ ◎ ○ ◎ △

♭農業経済学 2後 △ △ ◎ ○ ○

♭商品デザイン論 3後 ○ △ ○ ◎ ◎

♭コンサルティング論 3後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ○

♭知的財産論 3後 ○ ○ ◎ ○ ○

♭食品製造論 3前 ○ ◎ △ △ ◎ ○

♭食品産業の危機管理 3後 ○ ◎ △ ○ ○ ◎

♭経済と税法 1前 △ ◎ ◎ ○ ○

♭消費者行動論 1後 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

♭都市経済学 2前 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

専
門
選
択
科
目



区
分

授業科目
配当学年・

学期

応用生命科学科（食品科学コース、バイオテクノロジーコース、応用化学コース、環境共生システムコース）
カリキュラムマップ（2025年度以降入学生）

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野において、生命科学に関わる問題解決能力と実践力を身につけた人材並びに、中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育
成する。

学位授与方針：
食品、農業、バイオテクノロジー、化学及び環境科学等の分野に
おいて、生命科学を応用して地域社会が抱える課題の解決に貢
献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした
理科の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒
業要件として定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資
質・能力を備えた者に「学士（応用生命科学）」の学位を授与す
る。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケー
ション力
・他者を尊重し、
協調・協働的に
課題を解決する
ことができる良好
な人間関係を構
築できる。

（３）生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を
身に付けるととも
に、生命科学領
域における幅広
い知識・技能と食
品科学、バイオテ
クノロジー、化
学、環境科学に
おける専門的知
識・技能を修得す
る。

（４）問題発見・解
決力
・科学的探究心を
備え、生命科学を
取り巻く諸問題を
発見し、必要な情
報を収集・分析・
評価して論理的
思考をもとに解決
策を提示できる。

（５）地域貢献力
・生命科学又は
食品科学、バイオ
テクノロジー、化
学、環境科学関
連領域において、
地域社会が抱え
る諸問題を客観
的・数量的に分
析し、その本質を
捉え、科学的・論
理的な思考に基
づく解決策の提
案を通して地域
の発展に貢献で
きる。

・豊かな人間性と
地域社会に貢献
する使命感をも
ち、生命科学又
は食品科学、バ
イオテクノロ
ジー、化学、環境
科学に携わる者
としての倫理観を
もって行動でき
る。

・前例のない課題
に対しても積極的
に取り組む高い
モチベーションを
もつことができ
る。

・常に自己を評
価・省察し、さらに
自らを高める意
欲を示すことがで
きる。

・後進指導の重
要性を理解し、次
世代を担う人材を
育成する意欲を
示すことができ
る。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
○：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

♭サービスマーケティング 2後 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

♭ビジネスデータ解析 2後 ○ ○ △ ◎ ○ ◎

♭スマート農業・食品産業 2後 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

♭持続可能性とビジネス 2後 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

♭国際中小企業論 3前 ○ ◎ ◎ ○ △

♭経済経営データ分析 3前 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 2前 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育相談の理論と方法 2前 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ △

教育実習事前事後指導 3通 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

教育実習Ⅰ 3通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

教育実習Ⅱ 3通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

学習支援実地演習Ⅲ 3前～4後 ○ △ ◎ ○ ◎ △ △ ◎

自
由
科
目

専
門
選
択
科
目
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応用生命科学科（食品科学コース）　カリキュラムマップ（2024年度以降入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

⑷　問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

⑸　地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

ビジネス英語 ３前 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △
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マス・メディア論 １前 〇 ◎

哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ 〇 △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ 〇 ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △
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バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー
ス
必
修
科
目

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

⑷　問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

⑸　地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 3後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 3後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 3後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 3後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 3後 〇 △ ◎

食品商品学 3前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 3後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 3後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ 2前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 3前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 3後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 3後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ 1後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ 2後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 2前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 2前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 2前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス 3前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ 2前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ 2前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 2前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 2後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ 2後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ 3後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 3後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 3後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 3後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 3前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 3後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 1前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 2前 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） 1後 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ 3後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 2前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 2後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ 1通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ 2通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ 3通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（バイオテクノロジーコース）　カリキュラムマップ（2024年度以降入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
バイオテクノロジーに携わ
る者としての倫理観をもっ
て行動できる。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

ビジネス英語 ３前 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △
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マス・メディア論 １前 〇 ◎

哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ 〇 △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ 〇 ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △
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バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー
ス
必
修
科
目

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
バイオテクノロジーに携わ
る者としての倫理観をもっ
て行動できる。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期



-119-

植物育種学 3後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 3後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 3後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 3後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 3後 〇 △ ◎

食品商品学 3前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 3後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 3後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ 2前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 3前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 3後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 3後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ 1後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ 2後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 2前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 2前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 2前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス 3前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ 2前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ 2前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 2前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 2後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ 2後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ 3後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 3後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 3後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 3後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 3前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 3後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 1前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 2前 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） 1後 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ 3後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 2前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 2後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ 1通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ 2通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ 3通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（生命環境化学コース）　カリキュラムマップ（2024年度以降入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

ビジネス英語 ３前 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △
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マス・メディア論 １前 〇 ◎

哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ 〇 △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ 〇 ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △
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バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー
ス
必
修
科
目

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 3後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 3後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 3後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 3後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 3後 〇 △ ◎

食品商品学 3前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 3後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 3後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ 2前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 3前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 3後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 3後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ 1後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ 2後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 2前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 2前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 2前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス 3前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ 2前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ 2前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 2前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 2後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ 2後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ 3後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 3後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 3後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 3後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 3前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 3後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 1前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 2前 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） 1後 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ 3後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 2前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 2後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ 1通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ 2通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ 3通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（理科教職コース）　カリキュラムマップ（2024年度以降入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

ビジネス英語 ３前 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △
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マス・メディア論 １前 〇 ◎

哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ 〇 △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ 〇 ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △
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バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー
ス
必
修
科
目

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 3後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 3後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 3後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 3後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 3後 〇 △ ◎

食品商品学 3前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 3後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 3後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ 2前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 3前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 3後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 3後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ 1後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ 2後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 2前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 2前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 2前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス 3前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ 2前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ 2前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 2前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 2後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ 2後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ 3後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 2後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 3後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 3後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 3後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 3前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 3後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 1前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 2前 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） 1後 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ 3後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 2前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 2後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ 1通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ 2通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ 3通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（食品科学コース）　カリキュラムマップ（2023年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、食品科学に携わる者
としての倫理観をもって
行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

マス・メディア論 １前 〇 ◎
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哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △
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生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、食品科学に携わる者
としての倫理観をもって
行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（バイオテクノロジーコース）　カリキュラムマップ（2023年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

マス・メディア論 １前 〇 ◎
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哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △
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生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（生命環境化学コース）　カリキュラムマップ（2023年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

マス・メディア論 １前 〇 ◎
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哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △
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生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（理科教職コース）　カリキュラムマップ（2023年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学演習 １後 〇 ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

情報リテラシー基礎 １前 ◎ △ 〇 △ ◎ ◎ 〇

情報リテラシー応用 １後 〇 ◎ 〇 〇 ◎ △ ◎ ◎

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

ドイツ語 １通 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 △

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 △ 〇 ◎ △

コリア語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

ロシア語 １通 △ ◎ 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

気象学 １後 △ 〇 ◎ ◎

昆虫と人のかかわり １後 △ △ 〇 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

マス・メディア論 １前 〇 ◎
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哲学 １後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

文化人類学 １後 ◎ ◎ △ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △

アロマセラピー １通 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 〇 ◎ ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス

必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △
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生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 〇 ◎ 〇 △

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 〇 ◎ 〇 △

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 〇 △ ◎ 〇 △

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な探究の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（食品科学コース）　カリキュラムマップ（2022年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ △

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △
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スポーツ １前 △ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後
生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期



-147-

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ 3通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（バイオテクノロジーコース）　カリキュラムマップ（2022年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 1後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ △ 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 〇 〇 ◎ △ ◎ △ ◎ 〇

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎ △

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ ◎ ◎

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △
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スポーツ １前 △ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ ◎ 〇

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ ◎ 〇

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ △

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △ ◎ 〇

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ ◎

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 〇

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎ △

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎ △

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ 〇 ◎

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 〇 ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 〇 ◎

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ 〇 ◎

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 △ 〇 〇 ◎

教育実習事前事後指導 4通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（生命環境化学コース）　カリキュラムマップ（2022年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 1前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ △

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △
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スポーツ １前 △ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ △

分析化学 １後 〇 ◎ 〇 △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ 〇 △ △

環境科学Ⅰ ２前 △ 〇 ◎ 〇 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ 〇 △ △

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 〇 △ △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ △ △

卒業研究 ３後～4後
生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 〇 〇 〇

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ 〇

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ △ △

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ △ △

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 ◎ 〇 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 ◎ ◎ 〇

生物有機化学 ３後 △ △ △ △

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 ◎ △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 ◎ △ 〇

食品商品学 ３前 〇 △ 〇 ◎

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 〇 ◎ △

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 〇 ◎

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ 〇 ◎

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ 〇 △ △

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 △ 〇 〇 ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（理科教職コース）　カリキュラムマップ（2022年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ 2後 〇 〇 ◎ 〇

フレッシャーズ・セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

早期体験学習 １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 △ △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △
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スポーツ １前 △ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ ◎ 〇 △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ ◎ 〇 △

分析化学 １後 〇 ◎ 〇

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ 〇 △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ △ 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ 〇 △ △

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △ ◎ 〇 △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ △

酵素化学 ２後 △ ◎ △

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 〇 △ △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後
生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ △ 〇 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ △ 〇 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ △ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 〇 〇 △

生物有機化学 ３後 △ △ ◎ 〇 △

分子生物学 ３前 △ ◎ △

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ △

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 〇 〇

食品商品学 ３前 〇 〇 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 ◎ 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 〇 ◎ △

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 〇 〇

♭食文化論Ⅱ ２前 〇 〇 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ 〇 △ △

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法及び技術（情報通信技術の活用含む） ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 ◎ ◎ △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ 〇 △ ◎
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応用生命科学科（食品科学コース）　カリキュラムマップ（2021年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

初年次セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ △

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △
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生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ ◎ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ ◎ △

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 △
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ ◎ ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ ◎ 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ ◎ 〇 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）食品科学関連領域の
知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と食品科学にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
食品科学を取り巻く諸問
題を発見し、必要な情報
を収集・評価して論理的
思考をもとに解決策を提
示できる。

（5）地域貢献力
・食品科学関連領域にお
いて、地域社会が抱える
諸問題を客観的・数量的
に分析し、その本質を捉
え、科学的・論理的な思
考に基づく解決策の提案
を通して地域の発展に貢
献できる。

・豊かな人間性と地域社会
に貢献する使命感をもち、
食品科学に携わる者として
の倫理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対して
も積極的に取り組む高いモ
チベーションをもつことが
できる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ 〇 ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ ◎ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 〇 △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ ◎ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法論 ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 〇 〇 △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（バイオテクノロジーコース）　カリキュラムマップ（2021年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

初年次セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ △ 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 〇 〇 ◎ △ ◎ △ ◎ 〇

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎ △

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ ◎ ◎

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △
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共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ ◎ 〇

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ ◎ 〇

分析化学 １後 〇 ◎ △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ ◎ △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ ◎ 〇 〇

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ △

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △ ◎ 〇

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ △

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 ◎ 〇 △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ ◎

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ 〇 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 〇
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ 〇 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎ △

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎ △

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 △ 〇 △

生物有機化学 ３後 △ △ ◎ 〇

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 △ ◎

食品商品学 ３前 △ 〇 ◎

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）バイオテクノロジー
関連領域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能とバイオテクノ
ロジーにおける専門的知
識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
バイオテクノロジーを取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・バイオテクノロジー関
連領域において、地域社
会が抱える諸問題を客観
的・数量的に分析し、そ
の本質を捉え、科学的・
論理的な思考に基づく解
決策の提案を通して地域
の発展に貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、バイオテクノロジー
に携わる者としての倫理
観をもって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 △ ◎ 〇

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 〇 ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 〇 ◎

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ 〇 ◎

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ △ △ 〇

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法論 ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 △ 〇 〇 ◎

教育実習事前事後指導 4通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（生命環境化学コース）　カリキュラムマップ（2021年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

初年次セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 △ 〇 〇 〇 ◎ △ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 △ ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ △

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 〇 △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △
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共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ △ △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ △ △

分析化学 １後 〇 ◎ 〇 △

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ 〇 △ △

環境科学Ⅰ ２前 △ 〇 ◎ 〇 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ 〇 △ △

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ 〇

酵素化学 ２後 △ ◎ 〇

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 〇 △ △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ △ △

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 △ 〇 △

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ ◎ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ 〇

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ △ △

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ △ △

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 ◎ 〇 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 ◎ ◎ 〇

生物有機化学 ３後 △ △ △ △

分子生物学 ３前 △ ◎ 〇

環境修復論 ３前 △ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ 〇

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ 〇 ◎ △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 ◎ △ 〇

食品商品学 ３前 〇 △ 〇 ◎

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命環境化学関連領
域の知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と生命化学及び
環境化学における専門的
知識・技能を修得する。

（4）問題発見・解決力
・科学的探究心を備え、
生命化学・環境化学を取
り巻く諸問題を発見し、
必要な情報を収集・評価
して論理的思考をもとに
解決策を提示できる。

（5）地域貢献力
・生命化学及び環境化学
関連領域において、地域
社会が抱える諸問題を客
観的・数量的に分析し、
その本質を捉え、科学
的・論理的な思考に基づ
く解決策の提案を通して
地域の発展に貢献でき
る。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、生命化学及び環境化
学に携わる者としての倫
理観をもって行動でき
る。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期
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食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 △ 〇 △

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 〇 ◎ △

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 △ ◎

♭食文化論Ⅱ ２前 ◎ △ 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 〇 ◎

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ 〇 ◎

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ 〇 △ △

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法論 ２前 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ △

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 △ 〇 〇 ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ △ △ ◎
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応用生命科学科（理科教職コース）　カリキュラムマップ（2021年度入学生）
教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 △ 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 〇 〇 ◎ 〇

初年次セミナー １前 ◎ 〇 ◎ △ △ △

生命情報科学概論 １前 △ △ 〇 〇

生命情報科学演習Ⅰ １前 ◎ ◎ △ 〇

生命情報科学演習Ⅱ １後 △ ◎ △

健康管理 １後 △ ◎

データサイエンス入門 １後 〇 〇 〇 〇

キャリア形成実践演習 １後～３後 〇 〇 〇 ◎ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 〇 〇 〇 ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 〇 〇 〇 ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △

TOEIC英語Ⅰ ２後 ◎ 〇 ◎

TOEIC英語Ⅱ ３前 ◎ 〇 ◎

中国語 １通 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

韓国語 １通 △ 〇 〇 △ ◎

海外語学研修 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇

基礎数学 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

物理学 １通 ◎ △ △ 〇 〇

地学 １後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 ◎ 〇 〇 〇 〇

プログラミング基礎 ２通 △ 〇 ◎ △

♭基礎経済学Ⅰ １前 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ △ ◎ ◎

♭基礎経済学Ⅱ １後 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ △ 〇 ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

バイオとフードに関する法律 １後 ◎ 〇 △ △

生命倫理 １前 ◎ 〇 〇 ◎

科学技術論 １前 〇 ◎ 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

法学 １後 ◎ 〇

歴史学 １前 〇 〇 ◎ △ △

職業とキャリア形成Ⅰ ２通 〇 ◎ △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 〇 ◎ △ △

スポーツ １前 △ △
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共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 △ △ △ △ ◎ △

生物学Ⅱ １後 △ △ △ ◎ △

化学Ⅰ １前 〇 △ ◎ ◎ △

化学Ⅰ演習 １前 〇 〇 ◎ ◎

化学Ⅱ １後 〇 ◎ 〇

化学Ⅱ演習 １後 〇 ◎

有機化学Ⅰ ２前 〇 ◎ 〇

有機化学Ⅰ演習 ２前 〇 △ ◎ 〇

生化学Ⅰ ２前 △ △ △ ◎ 〇 △

生化学Ⅱ ２後 △ △ △ ◎ 〇 △

分析化学 １後 〇 ◎ 〇

機器分析学 ２前 〇 〇 ◎ ◎ △

微生物科学 ２前 △ 〇 △ △

環境科学Ⅰ ２前 〇 ◎ △ 〇 〇

食品化学 ２前 △ △ △ 〇 ◎ △

科学技術英語 ３後 ◎ △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 〇 ◎ △ ◎ 〇 ◎

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 ◎ 〇 △ 〇 ◎ 〇 △

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 〇 〇 ◎ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅴ ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

食
品
科
学
コ
ー
ス
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 〇 △ ◎ ◎

食品製造学 ２後 △ ◎ 〇 △

機能食品科学 ３前 △ 〇 〇 ◎ △

食品分析学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

栄養科学 ２後 〇 △ ◎ △

発酵醸造学 ３前 △ ◎ 〇 △

栄養生理学 ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

食品科学実験 ２後 △ 〇 △ ◎ △

食品製造・加工実験 ３前 △ 〇 ◎ 〇

食品安全実験 ３前 〇 〇 〇 ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 △ △ 〇 △ △

植物バイオテクノロジー ３前 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

動物バイオテクノロジー ３前 △ △ △ ◎ 〇 △

生物工学 ２後 △ ◎ 〇 △

植物科学 ２後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

バイオインフォマティクス ３前 △ △ ◎ △

酵素化学 ２後 △ ◎ △

微生物・遺伝子工学実験 ２後 〇 〇 〇 △ △

植物バイオテクノロジー実験 ３前 ◎ 〇 〇 △ ◎ ◎ ◎ △

生化学・細胞工学実験 ３前 〇 ◎ ◎ ◎ △

卒業研究 ３後～4後

生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

無機化学 ２後 ◎ △ ◎ ◎ △

有機化学Ⅱ ２後 ◎ 〇

環境科学Ⅱ ３前 ◎ ◎ △ 〇 〇

有機合成化学 ３前 △ 〇 ◎ 〇 △

化学工業とグリーンケミストリー ３前 〇 ◎ 〇 △

環境分析化学 ２後 〇 〇 〇
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生
命
環
境
化
学
コ
ー
ス

必
修
科
目

生体分子化学 ３前 ◎ 〇

環境工学実験 ２後 ◎ ◎ △ 〇 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

生体分子化学実験 ３前 ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後

理
科
教
職
コ
ー
ス
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 △ 〇 〇 ◎ ◎ △ △

＊教育課程論 ３前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

＊理科教育法Ⅱ ２後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅲ ３前 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊教育制度・行政 ３前 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ◎ 〇 〇 △ 〇 △ ◎ 〇

物理学実験 ２後 ◎ △ ◎ ◎ ◎

地学実験 ２後 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

有機化学実験 ３前 〇 ◎ ◎ 〇

卒業研究 ３後～4後 △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

専

門

選

択

科

目

基礎生物学 １前 〇 〇 〇 △ ◎ △ 〇

基礎化学Ⅰ １前 〇 ◎ △

基礎化学Ⅱ １後 ◎ 〇 △ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 △ △ ◎ △

生化学Ⅰ演習 ２前 ◎ △ ◎

生化学Ⅱ演習 ２後 ◎ △ ◎

物理化学 １後 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

資源循環論 ２後 〇 〇 〇 △ 〇

環境汚染論 ２後 〇 △ 〇 〇 〇 △

生物有機化学 ３後 △ △ ◎ 〇 △

分子生物学 ３前 △ ◎ △

環境修復論 ３前 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

細胞免疫学 ３前 △ △ ◎

分子構造解析学 ３後 ◎ 〇

構造生物学とタンパク質工学 ３前 △ ◎ △

植物育種学 ３後 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

廃棄物管理工学 ３後 △ 〇 〇 △ △ 〇 △

食品安全学 ３後 〇 〇 ◎ 〇 ◎

食中毒疫学 ３後 〇 △ ◎ ◎

食品流通学 ３後 〇 〇 〇

食品商品学 ３前 〇 〇 〇

公衆衛生学 ３後 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

生物科学 ３後 ◎ 〇 〇 △ 〇 ◎ 〇 〇

教育目標：
応用生命科学科は、食品、農業、環境及び健康等の生命に関わる産業において、科学及び技術を中心とした専門知識を理解し応用できる能力を備えた人材並びに中等教育において理科教育に造詣が深い教員を育成する。
学位授与方針：
食品、農業、環境及び健康等の産業において、食品及び健康に関わる科
学、生命科学に関わる工学、生命化学・環境化学を応用して地域社会に
貢献できる人材、並びに、中等教育において生命科学を中心とした理科
の教育に造詣が深い教員を育成する本学の課程を修め、卒業要件として
定めた単位を修得し、各コースが設定した以下の資質・能力を備えた者
に「学士（応用生命科学）」の学位を授与する。

（１）プロフェッショナリズム （２）コミュニケーション力
・他者を尊重し、協調・
協働的に課題を解決する
ことができる良好な人間
関係を構築できる。

（３）生命科学を中心とし
た理科の中等教育に関す
る知識・技能
・普遍的な教養を身に付
けるとともに、生命科学
領域における幅広い知
識・技能と理科教育にお
ける専門的知識・技能を
修得する。

（4）問題発見・解決力
・理科教育を取り巻く諸
問題を発見し、必要な情
報を収集・評価して論理
的思考をもとに解決策を
提示できる。

（5）地域貢献力
・理科教育における諸問
題を客観的・数量的に分
析し、その本質を捉え、
科学的・論理的な思考に
基づく解決策の提案を通
して地域の学校の発展に
貢献できる。

・豊かな人間性と地域社
会に貢献する使命感をも
ち、中等教育における理
科教員としての倫理観を
もって行動できる。

・前例のない課題に対し
ても積極的に取り組む高
いモチベーションをもつ
ことができる。

・常に自己を評価・省察
し、さらに自らを高める
意欲を示すことができ
る。

・後進指導の重要性を理
解し、次世代を担う人材
を育成する意欲を示すこ
とができる。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項
区分 授業科目 配当学年・学期



-175-

食品の予防コントロール 4前 〇 〇 ◎ 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 〇 △ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

＊教育原論 ３前 〇 〇 ◎

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 〇 〇 ◎ ◎ 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 〇 〇 〇 ◎ 〇

♭農業ビジネス論Ⅰ １後 △ △ ◎ 〇 〇

♭農業ビジネス論Ⅱ ２後 △ △ 〇 〇 〇 ◎

♭食品管理論 ２前 〇 ◎ △

♭経営管理論 ２前 〇 ◎ △ △

♭地域産業ビジネス論 ２前 〇 △ ◎

♭レギュラトリーサイエンス ３前 △ ◎ 〇 〇

♭食文化論Ⅰ ２前 〇 〇 〇

♭食文化論Ⅱ ２前 〇 〇 〇

♭食品経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭産業組織論 ２前 △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

♭食品・植物資源論 ２後 〇 △ 〇 ◎ 〇

♭食品開発論Ⅰ ２後 △ ◎ 〇

♭食品開発論Ⅱ ３後 △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ △

♭農業経済学 ２後 △ △ ◎ 〇 〇

♭商品デザイン論 ３後 △ △ △ 〇 ◎ ◎

♭コンサルティング論 ３後 △ ◎ ◎ ◎ ◎

♭知的財産論 ３後 〇 〇 ◎ 〇 〇

♭食品製造論 ３前 〇 ◎ 〇 △ △

♭食品産業の危機管理 ３後 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎

自

由

科

目

教職概論 １前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 １後 △ ◎ ◎ ◎ △ 〇

教育方法論 ２前 〇 〇 ◎ ◎ 〇

理科教育法Ⅳ ３後 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

教育相談の理論と方法 ２前 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 ◎ ◎ △ ◎

教育実習事前事後指導 4通 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

教育実習Ⅰ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教育実習Ⅱ 4通 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

教職実践演習（中・高） 4後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

学習支援実地演習Ⅰ １通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 〇 △ ◎ 〇 ◎ 〇 △ ◎
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応用生命科学科　カリキュラムマップ（2020年度入学生まで）
教育目標：
応用生命科学科は、バイオ工学、環境科学及び食品科学に関わる生命現象の本質を分子レベルで解明し、その応用及び効果的な理科教育を図るための教育研究を通して、対象分野において必要となる知識及び能力を修得した研究者、技術者、次世代を育成する指導者等の専門人材を育成する。
学位授与方針：
応用生命科学科は、所定の単位を修得し、次のような能力を身に
つけた者に対して卒業を認定し、学位を授与する。

（１） 生命を尊重する心、他人を思いやる心な
どの豊かな人間性と倫理観を備え、人と人と
の共感の累積をめざすコミュニケーション能
力を有する。

（２）バイオ工学・環境科学・
食品科学を包括する生命科
学分野、理科教育分野の抱
える課題を探求し解決する
ために、高度な知識・技能
を備え、それらを応用でき
る能力を有する。

（３） 数量的スキル及び情報リ
テラシーを身につけ、各種情
報を収集、分析して適正に判
断し、活用できる能力を有す
る。

（4）  修得した科学的知識や洞
察力に基づき、客観的かつ論
理的に思考し、理解を得るた
めの優れたプレゼンテーショ
ンができる能力を有する。

（5） 地域的視点と国際的視野を持ち、学修経験を総合的に活用することで、地
域および国際社会の諸問題の本質を見極めながら課題を探求する能力と課題
を解決する能力を有する。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

倫理観
（態度・志向性）

チームワーク
（態度・志向性）

コミュニケー
ション能力

（汎用的技能）

専門分野の知識・技能
（知識・理解）

数量的スキル
（汎用的技能）

情報リテラシー
（汎用的技能）

論理的思考力
（汎用的技能）

プレゼンテー
ション能力

（汎用的技能）

市民としての
社会的責任

（態度・志向性）

文化、社会、
自然に関する
知識の理解

（知識・理解）

課題探求能力 問題解決能力
（汎用的技能）

総合的な学習
経験と創造的

思考力

区
分 授業科目

入学年度毎の配当学期
２0１9
２0２0

２0１7
２0１8

２0１6
以前

教
養
必
修
科
目

英語Ⅰ １前 １前 １前 △ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅱ １後 １後 １後 △ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅲ ２前 ２前 ２前 △ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

英語Ⅳ ２後 ２後 ２後 △ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

初年次セミナー １前 − − 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

１ 年次セミナー − １前 １前 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

スタートアップセミナー − １前 １前 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎

生命情報科学概論 １前 １前 １前 △ ◎

生命情報科学演習Ⅰ １前 １前 １前 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 △ △

生命情報科学演習Ⅱ １後 １後 １後 △ △ ◎ 〇 ◎ △ △

健康管理 １後 １後 １後 △

キャリア形成実践演習 １後～３後 １後～３後 − ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 △ △

教

養

選

択

科

目

コミュニケーション英語Ⅰ ２前 ２前 １前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

コミュニケーション英語Ⅱ ２後 ２後 １後 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

上級リーディング英語 ２前 ２前 ２前 ◎ ◎ ◎ ◎

TOEIC英語Ⅰ ２後 ２後 ２後 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

TOEIC英語Ⅱ ３前 ３前 ３前 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

ドイツ語Ⅰ − − ２前 △ 〇 ◎ 〇 △ 〇 〇 ◎ ◎

ドイツ語Ⅱ − − ２後 △ 〇 ◎ 〇 △ 〇 〇 ◎ ◎

中国語 １通 １通 − △ △ ◎ 〇 △ 〇 〇 ◎

中国語Ⅰ − − ２前 △ △ ◎ 〇 △ 〇 〇 ◎

中国語Ⅱ − − ２後 △ △ ◎ 〇 △ 〇 〇 ◎

韓国語 １通 １通 − △ 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅰ − − ２前 △ 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅱ − − ２後 △ 〇 ◎ △ 〇 〇 ◎ 〇

海外語学研修 ２通 ２通 ２通 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

基礎数学 １前 １前 １前 ◎ ◎ 〇 ◎

物理学 １通 １通 １通 ◎ ◎ ◎ △

地学 １後 １後 １後 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

確率と統計 １前 １前 １前 △ 〇 ◎ △

プログラミング基礎 ２通 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

基礎経済学 １前 １前 − △ △ △ ◎ △ △ 〇 △ △ 〇 △ △ 〇

バイオとフードに関する経済 − １後 １後 〇 △ △ ◎ △ △ 〇 △ ◎ ◎ △ ◎ ◎

バイオとフードを巡る国際関係論 １後 １後 １後 ◎  〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇

バイオとフードに関する法律 １後 １後 １後 ◎ 〇 △ 〇 △

生命倫理 １前 １前 １前 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

科学技術論 １前 １前 １後 ◎ 〇 △ ◎ 〇 △ ◎ △ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

法学 １後 １後 １後 〇 ◎ 〇 △ △
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歴史学 １前 １前 １前 △ △ 〇 ◎ 〇

職業とキャリア形成Ⅰ ２前 ２前 ２前 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 △ △

キャリア形成実践演習 − − １後～３後 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 △ △

大学商品開発社会実践演習Ⅰ ２通 − − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大学商品開発社会実践演習Ⅱ ２通 − − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職業とキャリア形成Ⅱ ３後 ３後 ３後 〇 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ 〇 △ △

キャリアアップセミナー − １後 １後 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 △ 〇 △

研究室探訪  　　 − ２前 ２前 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ △ △

スポーツ １通 １通 １通 △ △ △

共

通

専

門

必

修

科

目

生物学Ⅰ １前 １前 １前 〇 ◎ 〇 〇 〇

生物学Ⅰ演習 １前 １前 １前 〇 △ △ 〇 ◎ ◎ △ 〇 ◎ ◎ 〇

生物学Ⅱ １後 １後 １後 ◎ 〇

生物学Ⅱ演習 １後 １後 １後 ◎ △ △ 〇

化学Ⅰ １前 １前 １前 ◎ 〇 〇 △

化学Ⅰ演習 １前 １前 １前 ◎ ◎ 〇 △

化学Ⅱ １後 １後 １後 ◎ 〇 〇 △

化学Ⅱ演習 １後 １後 １後 ◎ ◎ 〇 △

無機化学 ２後 ２後 ２前 ◎ 〇

有機化学Ⅰ ２前 ２前 ２前 ◎ 〇 〇 △

有機化学Ⅰ演習 ２前 ２前 ２前 ◎ ◎ 〇 △

有機化学Ⅱ ２後 ２後 ２後 ◎ 〇 〇 △

生化学Ⅰ ２前 ２前 ２前 △ △ ◎ △ △

生化学Ⅱ ２後 ２後 ２後 △ △ ◎ △ △

生物有機化学 − − ２前 ◎ 〇 〇

物理化学 １後 １後 １後 ◎ ◎ 〇 〇

分析化学 １後 １後 ２前 ◎ ◎ 〇

機器分析学 ３前 ３前 ２後 △ △ ◎ 〇 〇 〇

微生物科学 ２前 ２前 ２前 ◎ △ △ △ △

細胞生物学 − − ２前 ◎ 〇 〇

分子生物学 ３前 ３前 ２後 ◎ 〇 〇 〇

生物工学 ２後 ２後 ２前 ◎ 〇 △ △ △ △ △ △

環境科学Ⅰ １前 １前 １後 ◎ 〇 △ 〇

食品化学 ２前 ２前 ２前 ◎ 〇 △

応用生命科学特別講義 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 △ △ △ △

科学技術英語 ３後 ３後 ３後 △ △ ◎ 〇 △ 〇 △ △

応用生命科学基礎実験Ⅰ １前 １前 １前 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

応用生命科学基礎実験Ⅱ １前 １前 １前 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

応用生命科学基礎実験Ⅲ １後 １後 １後 △ △ ◎ △ △ △ 〇

応用生命科学基礎実験Ⅳ １後 １後 １後 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 △ △

応用生命科学入門実験 ２前 ２前 ２前 △ △ ◎ △ △ △ 〇

バ
イ
オ
工
学
必
修
科
目

微生物バイオテクノロジー ３前 ３前 ３前 ◎ △ 〇 △ △ △

植物バイオテクノロジー ２後 ２後 ２後 ◎

動物バイオテクノロジー ３前 ３前 ３前 △ △ ◎ △ △ △ △

植物科学 ２後 ２後 − ◎ △ △

植物生理学 − − ２後 ◎ △ △

有機合成化学 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇

機能形態学 − − ２後 ◎ △ 〇 △ △

細胞免疫学 ３前 ３前 ３前 〇 ◎ △ 〇

バイオインフォマティクス ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 〇 〇 〇

酵素化学 ２後 ２後 − 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

微生物・遺伝子工学実験 ２後 ２後 ２後 △ 〇 ◎ △ △ △ 〇 〇

植物バイオテクノロジー実験 ２後 ２後 ２後 〇 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

有機化学実験 ３前 ３前 ３前 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

生化学・細胞工学実験 ３前 ３前 ３前 △ △ ◎ 〇 △ △ △ △
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卒業研究 ３後～4後 ３後～4後 ３後～4後 △ △ 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎

環
境
科
学
必
修
科
目

環境科学Ⅱ ２後 ２後 ２後 ◎ 〇 △ 〇

資源循環論 ２後 ２後 ２後 ◎ △ 〇 〇 〇

バイオインフォマティクス ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 〇 〇 〇

有機合成化学 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇

微生物バイオテクノロジー ３前 ３前 ３前 ◎ △ 〇 △ △ △

環境汚染論 ２後 ２後 ２後 ◎ 〇 〇 〇 △

環境修復論 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 △ 〇

化学工業とグリーンケミストリー ３前 ３前 ３前 ◎ △ 〇 △ ◎

植物バイオテクノロジー実験 ２後 ２後 ２後 〇 ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎

微生物・遺伝子工学実験 ２後 ２後 ２後 △ 〇 ◎ △ △ △ 〇 〇

環境工学実験 ３前 ３前 ３前 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 △

有機化学実験 ３前 ３前 ３前 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

卒業研究 ３後～4後 ３後～4後 ３後～4後 △ △ 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎

食
品
科
学
必
修
科
目

食品微生物学 ３前 ３前 ３前 △ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 △ 〇

食品製造学 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 △ △ 〇 ◎ △ △

機能食品科学 ３前 ３前 ３前 △ △ ◎ △ △ 〇 〇 △ △ △ △ △

食品分析学 ２後 ２後 ２後 ◎ ◎ 〇 〇

栄養科学 ２後 ２後 ２後 ◎ △ △ △ △ △

発酵醸造学 ３前 ３前 ３前 ◎ △ 〇 △ 〇 ◎ △ △

酵素化学 ２後 ２後 − 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

食品酵素化学 − − ２後 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

栄養生理学 ３前 ３前 ３前 ◎ △ △ △ △

食品分析実験 ２後 ２後 ２後 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

食品機能実験 ２後 ２後 ２後 ◎ △ △ △ △

食品製造・加工実験 ３前 ３前 ３前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇

食品安全実験 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 ◎

卒業研究 ３後～4後 ３後～4後 ３後～4後 △ △ 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎

理
科
教
職
必
修
科
目

＊教育心理学 ２後 ２後 ２後 ◎ 〇 ◎ △ △ △ △ △ △ 〇 〇 〇

＊教育課程論 ３前 ３前 ３前 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊理科教育法Ⅱ ２後 ２後 ２後 〇 ◎ △ 〇 〇 〇

＊理科教育法Ⅲ ３前 ３前 ３前 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

＊教育原論 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 〇 ◎ △ △ 〇 △ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

＊教育制度・行政 ３前 ３前 ３前 〇 〇 〇 ◎ 〇 △ △

＊教職演習Ⅰ ２後 ２後 ２後 〇 ◎ 〇 △ ◎ 〇 〇

＊教職演習Ⅱ ３前 ３前 ３前 〇 ◎ 〇 △ ◎ 〇 〇

物理学実験 ２後 ２後 ２後 △ △ ◎ 〇 〇 〇 〇

地学実験 ２後 ２後 ２後 △ △ 〇 ◎ 〇 ◎ △ 〇 ◎ ◎ 〇 〇

有機化学実験 ３前 ３前 ３前 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 △ △

生化学・細胞工学実験 ３前 ３前 ３前 △ △ ◎ 〇 △ △ △ △

卒業研究 ３後～4後 ３後～4後 ３後～4後 △ △ 〇 〇 〇 ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎

基礎生物学Ⅰ １ 前 − − △ 〇 △ △ △ △ △ ◎ △ 〇 △

基礎生物学Ⅱ １ 後 − − △ 〇 △ △ △ △ △ ◎ △ 〇 △

基礎化学Ⅰ １ 前 − − ◎ △ 〇

基礎化学Ⅱ １ 後 − − ◎ △ 〇

教育目標：
応用生命科学科は、バイオ工学、環境科学及び食品科学に関わる生命現象の本質を分子レベルで解明し、その応用及び効果的な理科教育を図るための教育研究を通して、対象分野において必要となる知識及び能力を修得した研究者、技術者、次世代を育成する指導者等の専門人材を育成する。
学位授与方針：
応用生命科学科は、所定の単位を修得し、次のような能力を身に
つけた者に対して卒業を認定し、学位を授与する。

（１） 生命を尊重する心、他人を思いやる心な
どの豊かな人間性と倫理観を備え、人と人と
の共感の累積をめざすコミュニケーション能
力を有する。

（２）バイオ工学・環境科学・
食品科学を包括する生命科
学分野、理科教育分野の抱
える課題を探求し解決する
ために、高度な知識・技能
を備え、それらを応用でき
る能力を有する。

（３） 数量的スキル及び情報リ
テラシーを身につけ、各種情
報を収集、分析して適正に判
断し、活用できる能力を有す
る。

（4）  修得した科学的知識や洞
察力に基づき、客観的かつ論
理的に思考し、理解を得るた
めの優れたプレゼンテーショ
ンができる能力を有する。

（5） 地域的視点と国際的視野を持ち、学修経験を総合的に活用することで、地
域および国際社会の諸問題の本質を見極めながら課題を探求する能力と課題
を解決する能力を有する。

◎：ディプロマポリシー達成へ向け、特に重要な事項
〇：ディプロマポリシー達成へ向け、重要な事項
△：ディプロマポリシー達成へ向け、望ましい事項

倫理観
（態度・志向性）

チームワーク
（態度・志向性）

コミュニケー
ション能力

（汎用的技能）

専門分野の知識・技能
（知識・理解）

数量的スキル
（汎用的技能）

情報リテラシー
（汎用的技能）

論理的思考力
（汎用的技能）

プレゼンテー
ション能力

（汎用的技能）

市民としての
社会的責任

（態度・志向性）

文化、社会、
自然に関する
知識の理解

（知識・理解）

課題探求能力 問題解決能力
（汎用的技能）

総合的な学習
経験と創造的

思考力

区
分 授業科目

入学年度毎の配当学期
２0１9
２0２0

２0１7
２0１8

２0１6
以前
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専

門

選

択

科

目

生物有機化学 ３後 ３後 − ◎ 〇 〇

分子構造解析学 ３後 ３後 ３後 ◎ ◎ 〇 ◎ △ △ 〇 △

構造生物学とタンパク質工学 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 〇 〇

生体機能学 − − ３前 ◎ 〇 △ △ △

生体分子認識科学 − − ３前 ◎ 〇

植物育種学 ３後 ３後 ３後 ◎ △ △ △

廃棄物管理工学 ３後 ３後 ３後 ◎ △ 〇 〇 〇

植物環境学 − − ３前 ◎ △ △ △

環境分析化学 − − ３後 ◎ 〇 〇 〇 △ 〇

環境保全学 − − ３前 ◎ 〇 〇 〇 〇

食品安全学 ３後 ３後 ３後 ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ 〇 △

食中毒疫学 ３後 ３後 ３後 △ ◎ ◎ 〇 〇 △ △ △

食品流通学 ３後 ３後 ３後 ◎ △ 〇 △ △ 〇

食品商品学 ３前 ３前 ３前 ◎ 〇 〇

公衆衛生学 ３後 ３後 ３後 〇 ◎ 〇 △ ◎ 〇 △

生物科学 ３後 ３後 ３後 〇 ◎ 〇 △ △ △ △ △ △

食品の予防コントロール 4前 4前 4前 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎

＊理科教育法Ⅰ ２前 ２前 ２前 〇 ◎ △ △ 〇

＊生徒・進路指導の理論と方法 ３後 ３後 ３後 △ ◎ 〇 〇 〇

＊道徳教育の指導法 ３後 ３後 ３後 〇 〇 〇 ◎ △ △ ◎ △ 〇 〇 〇 〇

食品管理論 ２前 ２前 ２前 ◎ 〇

食文化論Ⅰ ２前 − − ◎ △ 〇

歴史・風土から見た食環境 − ２前 ２前 ◎ △ 〇

食文化論Ⅱ ２前 − − ◎ △ 〇

食文化論 − ２前 ２前 ◎ △ 〇

食品・植物資源論 ２後 − − △ 〇 ◎ 〇 △ △ 〇 △ △ 〇

食品科学概論 − ２後 ２後 △ 〇 ◎ 〇 △ △ 〇 △

食品開発論Ⅰ ２後 − − ◎ △ 〇

食品開発論 − ２後 ２後 ◎ △ 〇

食品産業の危機管理 ３後 ３後 ３後 ◎ △ 〇 〇 ◎

自
由
科
目

教職概論 １前 １前 １前 △ ◎ 〇 〇 〇

特別活動及び総合的な学習の
時間の指導法 １後 − − 〇 ◎ ◎ △ △ 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎

特別活動の指導 − １後 １後 〇 ◎ ◎ △

教育方法論 ２前 ２前 ２前 △ ◎ 〇 〇 〇

理科教育法Ⅳ ３後 ３後 ３後 △ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

教育相談の理論と方法 ２前 ２前 ２前 〇 〇 〇 ◎ △

特別支援教育概論 ２後 ２後 − 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

教育実習事前事後指導 4通 4通 4通 〇 〇 ◎ △ 〇

教育実習Ⅰ 4通 4通 4通 ◎ 〇 ◎ △ ◎ 〇 〇 〇

教育実習Ⅱ 4通 4通 4通 ◎ 〇 ◎ △ ◎ 〇 〇 〇

教職実践演習（中・高） 4後 4後 4後 △ △ 〇 ◎ 〇 △ △ △

学習支援実地演習Ⅰ １通 １通 １通 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

学習支援実地演習Ⅱ ２通 ２通 ２通 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇

学習支援実地演習Ⅲ ３通 ３通 ３通 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ △ 〇 〇
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